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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】コーヒー摂取が肝細胞癌（肝癌）に対して予防効果を持っているかもしれないという報告がある。し
かし、肝癌のリスク因子であるC型肝炎ウイルス（HCV）感染患者においても、コーヒー摂取が肝癌を抑制する
かどうかについては未だ明らかではない。そこで、C型慢性肝疾患患者を対象にコーヒー摂取と肝癌の関連を検
討した。 
【対象と方法】平成13年11月時点において、本学付属病院肝胆膵内科に通院中のC型慢性肝疾患患者のうち、他
の肝疾患の合併がなく初診時に肝癌の発生がない者1,159人を対象に症例・対照研究を行った。研究開始時より
過去３年以内に初めて肝癌と診断された者86人を症例とし、研究開始時に肝癌がなく各症例と性・年齢・初診
日をマッチさせた者333人を対照とした。肝障害のためにコーヒーを摂取できなくなる可能性について考慮する
ために、コーヒー摂取に関する情報を肝疾患指摘前と指摘後に分けて収集し、肝癌に対するコーヒー摂取の効
果をそれぞれの期間で検討した。解析にはConditional logistic regression modelを用いて、多要因の影響を
調整し、肝癌に対するオッズ比（OR）、95％信頼区間（95％CI）を算出した。 
【結果】情報が得られた者のうち（回答率：94％）採用基準に合致しない者を除外し、最終的に症例73人、対
照253人を解析対象とした。症例・対照間の比較でP＜0.1となった要因、およびコーヒー摂取との関連が考え
られる要因を説明変数として多変量解析を行った。毎日１杯以上のコーヒー摂取は、肝疾患指摘前の摂取習慣
も指摘後の摂取習慣も肝癌に対するORを低下させていた（指摘前OR＝0.38，95％ CI：0.13-1.12；指摘後OR＝
0.19，95％ CI：0.05-0.71）。肝疾患指摘後にコーヒー摂取頻度が減ったと回答した者を解析から除外しても、
肝癌に対するコーヒー摂取の効果は同様であった（OR＝0.35，95％ CI：0.12–1.06）。 
【結論】C型慢性肝疾患患者において、コーヒー摂取は肝癌発生の抑制因子かもしれない。この効果は、肝機能
低下によるコーヒー摂取量の減少では説明できなかった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
コーヒー摂取が肝細胞癌（肝癌）に対して予防効果を持っているかもしれないという報告がある。しかし、
肝癌のリスク因子であるC型肝炎ウイルス（HCV）感染患者においても、コーヒー摂取が肝癌を抑制するかどう
かについては未だ明らかではない。 
 著者らは、C型慢性肝疾患患者におけるコーヒー摂取と肝癌の関連を検討するため、対象者をC型慢性肝疾患
患者に限定した症例・対照研究を実施した。症例は過去３年以内に診断された肝癌患者86人、対照は肝癌を有
しないC型慢性肝疾患患者333人である。肝障害のためにコーヒーを摂取できなくなる可能性について考慮する
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ために、肝疾患指摘前と指摘後のコーヒー摂取頻度に関する情報を収集し、肝癌に対するコーヒーの効果をそ
れぞれの期間で検討した。Conditional logistic regression modelにより多要因（初診時の検査所見など）の
影響を調整し、コーヒー摂取の肝癌に対するオッズ比（OR）、95％信頼区間（95％CI）を算出した。 
（１）毎日１杯以上のコーヒー摂取習慣は、肝疾患指摘前の摂取習慣も指摘後の摂取習慣も肝癌に対するORを
低下させていた（指摘前OR＝0.38，95％ CI：0.13-1.12；指摘後OR＝0.19，95％ CI：0.05-0.71）。 
（２）肝疾患指摘後にコーヒー摂取頻度が減ったと回答した者を解析から除外しても、肝癌に対するコーヒー
摂取の効果は同様であった（OR＝0.35，95％ CI：0.12–1.06）。以上、「C型慢性肝疾患患者において、コ
ーヒー摂取は肝癌発生の抑制因子かもしれない。この効果は、肝機能低下によるコーヒー摂取量の減少
では説明できない」という結果を得た。 
 この所見については、生存者のみを対象としたことによる偏り（selection bias）や過去の習慣に対する思
い出しバイアス（information bias）など、疫学理論の観点から十分な考察が行われている。 
 研究デザインの点に関しても、コーヒー摂取と肝癌の関連についての研究で、C型慢性肝疾患患者に限定し、
肝疾患指摘前後の摂取頻度について検討した報告は初めてである。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
